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Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
節
電
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
防
災
・
停

電
の
対
策
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
事
業
の
柱
と
す
る
あ
か

り
み
ら
い
（
本
社
・
札
幌
市
、

越
智
文
雄
社
長
）
は
３
月
９

日
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝

大
地
震
の
津
波
災
害
を
考
え

る
「
北
海
道
防
災
危
機
管
理

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
」
を

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開

く
。　
　
（
３
月
５
日
現
在
）

　

本
誌
発
売
時
は
お
そ
ら
く

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
終
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
期

日
の
関
係
で
内
容
は
お
伝
え

で
き
な
い
。

　

あ
か
り
み
ら
い
社
長
の
越

智
文
雄
氏
は
危
機
管
理
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
本
誌
先

月
号
で
は
、
昨
年
12
月
に
内

閣
府
の
中
央
防
災
会
議
が
日

さ
れ
て
い
る
の
に
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
を
恐
れ
す
ぎ
、
津
波

対
策
の
準
備
を
何
に
も
し
な

か
っ
た
と
な
る
と
危
機
管
理

の
本
末
転
倒
」（
越
智
氏
）

と
い
う
考
え
か
ら
だ
。「
北

海
道
に
と
っ
て
史
上
最
悪
の

想
定
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
自

治
体
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

津
波
被
害
を
受
け
る
沿
岸
部

の
企
業
や
店
舗
、
ホ
テ
ル
、

工
場
な
ど
も
そ
の
日
の
た
め

の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
救
命

資
材
を
備
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
を
真
剣
に
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

越
智
氏
は
力
説
す
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
第
１
部
が

講
演
。
北
大
広
域
複
合
災
害

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
の

岡
田
成
幸
氏
が
「
被
害
想
定

本
海
溝
と
千
島
海
溝
沿
い
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
級
の
巨

大
地
震
が
起
き
た
際
の
被
害

想
定
を
発
表
し
た
こ
と
を
受

け
、「
数
十
分
が
住
民
の
命

を
左
右
す
る
」
と
越
智
氏
の

緊
急
提
言
を
掲
載
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ

っ
て
２
回
延
長
さ
れ
た
。
北

海
道
は
さ
ら
に
３
月
21
日
ま

で
再
延
長
と
な
っ
た
が
今
回

は
あ
え
て
開
催
す
る
。「
最

大
13
万
７
０
０
０
人
が
亡
く

な
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

バ
イ
ザ
ー
の
越
智
氏
が
「
危

機
管
理
責
任
者
の
責
務
と
行

動
原
理
」
を
語
る
。

　

第
２
部
は
津
波
対
策
と
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
勉
強
会

を
開
く
。

　

会
場
で
は
、
救
命
胴
衣
に

セ
ッ
ト
す
る
薄
型
バ
ッ
テ
リ

ー
を
初
め
て
お
披
露
目
。
カ

の
現
状
と
進
化

す
る
複
合
災
害

へ
の
課
題
」
を

話
し
、
気
象
予

報
士
・
防
災
士

の
菅
井
貴
子
さ

ん
が
「
自
然
災

害
と
北
海
道
の

気
候
変
動
」
に

つ
い
て
、
防
災

士
の
水
口
綾
香

さ
ん
が
「
コ
ロ

ナ
感
染
下
に
お

け
る
避
難
所
運

営
」
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
、

危
機
管
理
ア
ド

ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
特
許

技
術
を
活
用
し
て
お
り
、
こ

れ
が
あ
れ
ば
救
難
信
号
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
点
滅
、
携
帯
充
電
も
可

能
と
い
う
。

 

「
３
月
11
日
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
11
年
目
。
い
ま
何
を

す
べ
き
か
を
み
ん
な
で
情
報

交
換
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

越
智
氏
は
言
う
。

▲内閣府が発表した日本海溝で巨大地震が起きた際の死者数のシミュレーション
（冬・深夜、早期避難率低）

あ
か
り
み
ら
い
が
危
機
管
理
フ
ォ
ー
ラ
ム

巨
大
地
震
で
起
こ
る
津
波
被
害
を
考
え
る

▲越智文雄氏

建物倒壊
津　波 急傾斜

地崩壊 火災

ブロック
塀・自動販
売機の転倒、
屋外落下物

合　計

北海道 ─ ─ 約137,000人 ─ ─ ─ 約137,000人

青森県 約30人 約10人 約41,000人 ─ ─ ─ 約41,000人

岩手県 約20人 約10人 約11,000人 約20人 ─ ─ 約11,000人

宮城県 約10人 ─ 約8,500人 ─ ─ ─ 約8,500人

秋田県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ -

山形県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ -

福島県 ─ ─ 約800人 ─ ─ ─ 約800人

茨城県 ─ ─ 約600人 ─ ─ ─ 約600人

千葉県 ─ ─ 約100人 ─ ─ ─ 約100人

合計 約60人 約20人 約199,000人 約20人 ─ ─ 約199,000人

日本海溝モデルの死者数（冬・深夜、早期避難率低）

（うち屋内収容
物移動・転倒、
屋内落下物）

─ : わずか


